本日は、理事会に続いて、新役員による初めての連盟の理事会にご参集を頂き、まことにありがとうございます。
　すでにご存じのように、今年の５月の総会において、連盟岩見沢支部の支部長として信任されましたので今後２年間支部長を務めさせていただきます。よろしくお願いいたします。

　今は何といっても、連盟としては、７月に迫った石井選挙にしっかりと対処していかなければなりません。今回は、自民党が過半数を超えるのではないかと言う評論が多いようですが、我々にとっては、注意が必要です。今回比例区では、石井議員を含めて２２名の候補者が公認されておりますが、この中で、マスコミで名の知れている弁護士・スポーツ選手や大きな組織をバックしている候補者が目白押しです。

　そのほか、看護連盟から幹事長経験者、日医から現職の副会長が出馬する予定で、自民党内の順位争いは激化します。

　６年前は、他の医療系候補者が落選する中で石井議員が最上位で当選した結果が、その後の診療報酬改定は、歯科口腔保健法の制定に結びついたのはご承知の通りです。

　そのようなことで、今回も歯科界の懸案事項を解決するために、多くの国会議員が必要ですので、この辺をご理解頂き、理事者の先生たちには、率先して力を発揮して頂きたいと思います。

　ちょっと長くなりましたが、これでご挨拶とさせていただきます。本日はご参集をありがとうございました。
